
男子Ｃｰ４　第２位入賞　三潴（下津浦英樹、坂井　譲、池松泰斗、湯浅友晶）
男子Ｋｰ４　第３位入賞　三潴（野口孝一、石橋成志、森崎貴樹、渡邊敬太）
男子Ｋｰ２　第３位入賞　三潴（野口孝一、石橋成志）
男子Ｃｰ２　第７位入賞　三潴（坂井　譲、池松泰斗）
男子Ｃｰ１　第８位入賞　三潴（湯浅友晶）　男子Ｋｰ１　第９位　沖学園（中村　航）

　三潴高校カヌー部は、一昨日（8/5）の500ｍ競技に続き、200ｍ競技でも勢いが止まらない。男子の躍進がめざま
しく、200ｍ競技すべての種目で決勝進出を果たす。
　やはり注目は、500ｍで92／1000秒差で悔しい涙を流したＣ-４。同ﾒﾝﾊﾞｰで出場し、昨日（8/6）の予選を楽に1位
通過し、万全の体勢で決勝に臨む。
　決勝のﾚｰｽは、三潴ﾁｰﾑ4ﾚｰﾝからのｽﾀｰﾄ。200ｍと距離が短いためｽﾀｰﾄﾀﾞｯｼｭは不可欠であるが、上々のｽﾀｰﾄを切る。
　力強いﾊﾟﾄﾞﾘﾝｸﾞで先頭争いを展開。しかし、中盤すぎ大きくバランスを崩す。大きなﾀｲﾑﾛｽとなる。遅れを取り
戻すため更に力を込めたﾊﾟﾄﾞﾘﾝｸﾞをおこなう。全艇が混戦した状態でｺﾞｰﾙ。優勝は、谷地高校（山形）となり、
惜しくも500ｍ同様の2着となった。500ｍ覇者 横浜修悠館（神奈川）は3着、「九州の雄」球磨工業（熊本）のほか
2ﾁｰﾑがﾚｰﾝｱｳﾄで失格するなど荒れた決勝となった。 ｺﾞｰﾙ直後に拳で水面を殴り悔しさを表す三潴ﾁｰﾑ。
またしても、「優勝」の二文字には届かなかった。改めて、勝つことの難しさと勝負の非常さを感じずにはいられ
なかった。宿題として、来年以降に「日本一」は残された結果となったが、必ずや近い将来達成してくれることを
我々は信じている。
　ｶﾅﾃﾞｨｱﾝだけでなく、本日（8/7）はｶﾔｯｸ陣も好調。Ｋ-４・Ｋ-２ともに第3位入賞を果たす。
　Ｋ-２決勝にのぞんだ野口孝一・石橋成志ﾍﾟｱは、力を遺憾なく発揮し3着。この勢いそのままのＫ-４決勝ﾚｰｽでは、
ｽﾀｰﾄﾀﾞｯｼｭにやや失敗したものの、息のあった巧みなﾊﾟﾄﾞﾙさばきで猛追し3着でｺﾞｰﾙ。ｶﾔｯｸ種目としては、三潴高校
としては平成4年以来、実に18年ぶりの上位入賞であった。
　その結果、男子学校対抗戦では31点をあげ、第4位入賞を果たす。優勝こそ逃がしたものの、この晴れの大舞台で
遺憾なく力を発揮してくれた三潴ｶﾇｰ部に心からの拍手を送りたい。

　○バレーボール　＜女子＞決勝トーナメント１回戦　誠修 ２－０ 浜北西（静岡）
　２回戦　誠修 ０－２ 共栄学園（東京）　※２回戦敗退

【決勝でのＣ-４（５艇）】 【３位入賞を果たしたＫ-４（３艇）】

カヌー　三潴高校　入賞ラッシュ！！　学校対抗戦第４位入賞
２00ｍ 男子Ｃ－４（ｶﾅﾃﾞｨｱﾝ4）500ｍに続き準Ｖ！！　

男子ソフトテニス個人戦　「８強入り」逸す！！
大牟田ペア・真颯館ペア

Vol．11   ８月 ８日



　○ソフトテニス　＜男子＞　藤　祐貴・重松和麿（大牟田）、　小林祐太・江島彰仁（真颯館）　※６回戦敗退
　○ボート　各予選　　＜男子＞　 全種目準々決勝戦進出　　八幡工業、　東筑
　　　　　　　　　　　＜女子＞　 シングルスカル（八幡工業）　　　※準々決勝進出
　○ヨット　FJ級ソロ　１レース結果　
　　　　　　　　　　　＜男子＞　第１位　中村学園三陽Ｃ　第２位　福岡第一Ａ、　第12位　中村学園三陽Ａ

　＜女子＞　悪天候のためレース延期

　○新体操　　個人　　＜男子＞　　平山　魁（東福岡）　　＜女子＞　　久保田貴恵（折尾愛真）
　○ソフトテニス　＜男子＞　団体戦　１回戦～決勝　　１回戦　大牟田 VS 宇都宮短大附属（栃木）
　○ソフトボール　＜男子＞　学校対抗戦　２回戦　　九産大付属九州 VS 光明学園相模原（神奈川）
　○卓　球　　学校対抗戦１．２回戦　　＜男子＞　希望が丘　　　＜女子＞　中村学園女子
　○柔　道　　＜男子＞　団体戦　１回戦～３回戦　　１回戦　　嘉穂 VS 本荘（秋田）
　○ボート　　各種目敗者復活レース　　＜女子＞　ダブルスカル、舵付クォドルプル（東筑）
　○ヨット　FJ級　　＜男子＞　　中村学園三陽　、　福岡第一　、　修猷館
　　　　　　　　　 　＜女子＞　　西南学院　、　福岡第一　、　修猷館
　○ウエイトリフティング　　62㎏級　　
　○登　山　　＜男子＞　　筑紫丘　　　＜女子＞　　修猷館

　　　　今日の注目

　本日より、男子柔道・新体操・男子ソフトボール・卓球・ｳｴｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞの各競技が開催。その中でも、男子柔道
団体戦出場の嘉穂高校に注目。過去3度の全国制覇を成した古豪。6月の全九州大会で優勝は逃したものの、選手の
力は安定している。2回戦の修徳高校（東京）戦が上位進出の鍵となる。
　卓球は、学校対抗戦1.2回戦が行われ、男子は希望が丘高校、女子は中村学園女子高校が出場。ともに優勝を含む
上位入賞が期待できる。両校とも1回戦は不戦勝で2回戦からの出場となる。好スタートをきってもらいたい。
　ソフトボール男子は昨日より開始され、一昨年埼玉総体で優勝した九産大付属九州高校が今日の2回戦からの出場
となる。昨年初戦敗退しているため、どうしても初戦を突破し波に乗りたいところ。
　悪天候のため男子の1ﾚｰｽのみしか実施されなかったヨット競技。男子FJ級は好発進。今年度も好成績がかなり期待
できそう。今日以降のﾚｰｽで、更に得点を伸ばして中村学園三陽と福岡第一で上位を独占を狙う。

【 本日までの「チーム福岡」ＩＨ選手団　優勝・入賞状況 】

　※ 3位決定戦及び5位から8位決定戦を実施しない種目の成績については、各々「3位」及び「５位」として記録しています。
　※ 下段の数字は、昨年度（H21）のものです。

＜本日までの優勝校並びに優勝者＞

剣道　女子団体戦　　筑紫台高等学校

陸上競技　女子走り高跳び　高島柚佳 選手（中村学園女子　３年）

剣道　女子個人戦　　松本　弥月（筑紫台　３年）

※この情報誌は、アクシオン福岡の福岡県スポーツ情報配信システム「fsweb（福岡スポーツウェブ）」により、福岡県内
  の高等学校宛にメール配信しています。　　情報の提供や応援メッセージがございましたら、上記アドレスまでメール
　してください。　 皆様からのお便りをお待ちしています。

※ 団体種目

※ 個人種目
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